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鑽
饂
κ
ざ
丁
晰
ギ
尿
靱
嘲

和菓子の亀屋木
曽
川
町
は

「
超
極
早

世
玉
葱

（た
ま
ね
ぎ
）
」

の
産
地
。
そ
の
栽
培

ノ
ウ

ハ
ウ
を
保
有
す
る
木
曽
川

町
玉
葱
採
取
組
合

（採
取

組
合
）
と
木
曽
川
町
商
工

会

（
五
藤
政
尋
会
長
）
、

と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
製

品
化
し
た
。

Ｊ

原
料
の
タ
マ

ン

ネ
ギ
は
水
に

サ

さ

ら

し

た

つ

は
ぼ
峨
級
雌

∽

い
せ
ん
）
し

峙

呻
“
傘
略
ぶ

訓

し
て
、
生
地

昧

に
練
り
こ
ん

巾

解
。
（神
棚
つ

は
小
豆
で
な

く
５
種

の
野

菜

や

果

物

（ト

マ
ト
、

イ

‐‥‐‐‐‐‐‐‐―‐―‐‐‥‥―‥―‥――――‥――‥
日
‐‥‐‐‐――――――‐――‐‐

騨語
融
甘
み
と
香
ば
し
さ
絶
妙

老
舗
和
菓
子
店

の
亀
屋

（本
店

一
宮
市
木
曽

川
町
黒
田
北
宿

二
の
切

５２
、
岩
田
高
志
社
長
、

電
話
０
５
８
６

●
８
６

ｏ
４
６
２
０
）
は
、
地

元
産

の
タ

マ
ネ
ギ
を
原
料
と
し
た
新
感
覚

の
ス

イ
ー
ツ
を
開
発
し
た
。
生
地
に
加
え
て
中
身
も

野
菜
な
ど
を
５
種
使
用
。
同
店

の
店
頭
で
販
売

す
る
ほ
か
、
地
元
結
婚
式
場
で
の
採
用
も
決
ま

っ
て
お
り
、
　
〃
地
産
地
消
″
の
特
産

品
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
　

２

富

人
「
井
康
紀
）

地
元
結
婚
式

採

亀
屋
が
協
力
し
て
、
新
し

い
地
元
の
特
産
品
開
発
に

乗
り
出
し
た
。

開
発
し
た

「
木
曽
川
四

季
彩

（
カ
ラ

フ
ル
）
サ

ン

ド

」

（
商

品

名

）

は

、

〃
新
触
感

の
ベ
ジ
タ
ブ
ル

ノ‐、＆”勧一‐のに胴」朴』一精枷ｒヽ
わルだ」つ御

)ラ菫華

ル

３６

　

６０

号

２８

ビ

Ｄ

　

・１

返

‐８

中
埜
酒
造

（本
社
半
田

市
東
本
町
２
の
２４
ヽ
中
埜

ヨ
菱
土
受
、
五
活
０
５
６

９

ｏ
２
３

●
１
２
３
０
）

は
１１
日
、
新
酒

の
初
し
ぼ

９
壼
Ш
こ
ろ

刀
易
ず
申
纂

・
―
・
　

　

を
行

っ
た
。
夏
場

の
天
候

■
一一一一廿

必銀暉
蝶
乙
継

ペ
ー
ス
ト
状

に
し
て
味
を

整
え
た
。
タ

マ
ネ
ギ

の
香

り
が
ほ
ん

の
り
し
、
ホ

コ

ホ

コ
と
し
た
触
感

の
生
地

と
ペ
ー
ス
ト
が
絶
妙
に
マ

ッ
チ

ン
グ
し
て
い
る
。

中
身
の
色
合
い
も
赤
、

黄
、
紫
、
オ
レ
ン
ジ
、
ウ

グ
イ
ス
色
の
５
色
と
カ
ラ

フ
ル
な
見
た
日
と
し
た
。

同
店

の
店
頭
で
５
個
入
り

１

千

円

で

販

売

し

て

い

る
。
ま
た
、
地
元
で
結
婚

式
場
を
運
営
す
る

「
ご
と

う
い
し
ょ
う
」
で
取
り
扱

う
ほ
か
、
年
内
に
は
ネ

ッ

ト

販

売

も

開

始

す

る

予

定
。９

月
末
に
は
愛
知
県
の

農
商

工
連
携
事
業

の
認
定

を
受
け
た
。
こ
れ
を
追
い

風
に
、
各
種
催
事
で
積
極

ア
ピ
ー
ル
。
木
曽
川
町
の

新
名
物
を
め
ざ
し
て
い
く

考
え
だ
。

」Aあいち
尾   東

給
食
に

l

プ
チ
ヴ

ノjヽ 日

轟華
で 内

【
日
進
】
あ
い
ち
尾
東

農
業
協
同
組
合

（略
称
Ｊ

Ａ
あ
い
ち
尾
東
、
本
店
日

進
市
蟹
甲
町
池
下
１
２
３

の
１
、
吉
田
浜

一
代
表
理

事
組
合
長
、
電
話
０
５
６

ｌ

ｏ
７
２

ｏ
０
０
３
３
）

は
、
管
内
６
市
町
で
生
産

し
て
い
る
健
康
野
菜

「
プ

チ
ヴ

ェ
ー
ル
」
を
、
１２
月

に
も
日
進
市
内

の
小
中
学

校

の
学
校
給
食
に
提
供
す

る
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
を
豊
富

に
合
み
、
健
康
に
良
い
こ

と
か
ら

一
食
育

」
の

一
環

と
し
て
同
野
菜
を
提
供
す

る
と
と
も
に

一
般
市
民

ヘ

の
認
知
度
向
上
も
狙
う
。

フ
ラ

ン
ス
語
で

「
小
さ

な
野
菜
」
を
意
味
す
る
プ

チ
ヴ

ェ
ー
ル
は
、
わ
が
国

で

生

ま

れ

た

健

康

野

菜

で
、
芽
キ

ャ
ベ
ツ
と
ゲ
ー

ル
の
交
配
に
よ
る
も

の
。

糖
度
が
高
く
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
に
使
い
勝
手
が
良
い

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち

尾
東
で
は
３
年
前
か
ら
地

域

の
特
産
野
菜
を
目
指
し

て
普
及
活
動
を
続
け
て
い

る
。本

年
度
は
約
９
３
０
０

株

（昨
年
度
は
６
６
０
０

株
）
を
栽
培
し
、
供
給
能

力
も

つ
い
て
き
た
こ
と
か

ら
、
学
校
給
食

へ
の
提
供

を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

日
進
市
内

の
小
中
学
生

の

数
は
約
８
１
０
０
人
。
月

２
回
プ
チ
ヴ

ェ
ー
ル
を
使

名
古
屋
文
理
大
の

学
生
が
企
画
運
営

‐５

日

に

市

民

防
災
セ
ミ
ナ
ー

【
稲
沢
】
名
古
屋
文
理

大
学

（滝
川
嘉
彦
学
長
）

は
・５
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
、
稲
沢
市
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル
で
市
民
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。
東
日

本

大

震

災

の
発

生

を

受

ェ
ー
ル
」

認
知
度
向
上
ね
ら
う
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使
用
。
米
質
は
吸
水
性
が

良
く
発
酵
期

間
が
短

い
た

よ
り
、　
日
匝
軒
ヱ
わ
場
驚
立
仔
讐
己
里
こ

た
。
製
造
見
込
み
数
量
は

前
年
並
み
の
２
８
０
０
♂

Ｊ
″　
ヽ
１
・
ｏ
⊇
υリ
ツ（
Ｌ
り
１
主
Ｄ
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あ

い

ち
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